
初任者訪問指導を終えて

伊丹市立総合教育センター

所長 永嶺 香織

７月７日から８月７日にかけて、今年度採用した小・中・

高・特別支援学校合わせて２８人の「初任者訪問指導」を

実施しました。

教師には、「情熱・指導力・人間性」の３つの資質が求め

られます。授業の中で一生懸命子どもたちに向き合って

いる姿を通して、全ての初任者から「熱い情熱」を感じま

した。しかし、「指導力」については、まだまだ磨いてほし

いと感じています。そこで、教師としての生命線である授業における「指導力」につい

て心がけてほしいことを記します。

１つめは、「子ども主体の授業」をめざすことです。授業を参観し、一番気になったこ

とは、教師がしゃべりすぎていることです。授業は子どもの活動が中心でなければなり

ません。教師はできるだけ言葉を少なくして、子どもが考える時間や対話の時間、発言

の時間をできるだけ多く確保することが大切です。子どもの主体的な学びがあってこ

そ、子どもに力が身につきます。

２つめは「学習意欲と達成感」のある授業です。子どもたちは、授業の最初のアッと

驚くような導入で、その授業に興味や関心を持ちます。また、「めあて」を示すことで、

本時の目的を理解します。最後に「振り返り」を行うことで、本時の授業の定着を図るこ

とができます。魅力ある授業を行うためには、日々の教材研究を欠かさないことです。

３つめは、先輩の授業を見て学ぶことです。子どもが生き生きと活動している先輩の

授業のどこに魅力があるのか。なぜ、子どもが興味を持って意欲的に学ぶことができ

ているのか、どのような動機付けや言葉かけがあるのかなど、優れた先輩の「わざ」を

学び取ってほしいと思います。身につけた指導力こそ、教師としての財産です。

伊丹市立総合教育センターだより



第２回初任者研修（市関係）及び若手教員のためのスキルアップ講座

夏季休業中に第２回初任者研修（市関係）若
手教員のスキルアップ講座を実施しました。
子ども達や保護者の方への対応を、これまで
を振り返りながら考える研修でした。その一部
を紹介します。

・目に見えない思いにも寄り添っていけ
る教師でありたいと思う。

・子ども達が自分の話をきちんと聞いてく
れると感じてもらえるように日々の関わり
を大切にしていこうと思う。

・自尊感情を高めることの重要性は知っ
ていたが、「ほめる」ということしか知らな
かった。本日の研修では、「話を聞いて
あげる」ことや「失敗も認め、勇気づけ
る」等、具体的なことを学べたので実践し
ていきたい。

・この研修を受けるのは２回目ではある
が、担任を持って４年目で多くの生徒と
関わってきた今だからこそ感じること、共
感できることが多く有り、１回目のとき以
上に今後の教育実践に行かしていける
と感じることができた。

若手教員の声

子どもの自尊感情を高めるためには
適切なはたらきかけや言葉がけが大切

自尊感情を高めるためには
・子ども達に意思決定の機会を与える
・子どもの話を聴く
・子どもが失敗したときに勇気づける

子どものレジリエンシー
を育てる

影響

講演内容 当日資料
一部抜粋

②保護者対応のあり方①ライフスキル教育講座

講演内容

若手教員の声

・初期対応でその後の展開が大きく変
わってくることがわかった。

・つい「否定的な言葉」を使ってしまいそ
うになるが、今回の研修を通して気をつ
けていこうと強く思った。

・保護者対応で重要なことは「聞く」では
なく、「聴く」姿勢が大事であることを学ん
だ。

・事実確認をしっかり行い、保護者に伝
える。そして保護者の立場を理解しなが
ら寄り添っていくことが重要だと感じた。

・生徒指導には明確な意図を持つ必要
を感じた。

・管理職・学年団・生徒指導担当への報
告・連絡・相談が大切であることを学ん
だ。

当日資料

信頼 指導・連絡がうまく
いかないと不信感

問題事案

初期対応
・事実確認
・情報共有

・生徒指導
（子どもが納得する指導をする）

・家庭連絡
（事実をきちんと伝える）
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＜教育相談＞
電話 072-772-6171（電話相談）

072-780-2484（来所相談）
お子様に関する様々な悩みや課題、
問題等の相談に応じています。
（来所・電話相談）

月・火・木・金：9:00～21:00
水・ 土 ：9:00～17:00

こまったことがあったらすぐ相談

兵庫県教育委員会
ひょうごっ子SNS悩み相談
LINEを使って利用できます

保護者対応の在り方講座では３年次ミドルリーダー養成研修と
合同開催し、ミドルリーダーが指導役として１名に対し、若手教
員2名～３名を１グループとして、事例をもとにロールプレイング
を用いた研修を行いました。
指導していただいたミドルリーダーからの意見をご紹介します。

ロールプレイングでは、少し意地悪な保護者役を演じましたが、
若手教員が担任役として毅然とした態度で論理的に説明をされる
姿にとても成長を感じました。

ミドルリーダーからの一言

がんばれ！若い先生！！

若手教員の真摯な態度や子ども達への思いやりがやりとりの中
から伝わってきて、とても嬉しかったです。

子ども達には全ての場面で、教師が全力で取り組んでいる姿
を見せること、たくさんの時間を共有することが大切だと
思っています。そこから信頼関係は築けると思います。

保護者の信頼を得るには、授業がとても大事です。子ども達
にどのような力をつけていきたいのかを考え日々の指導をし
ていくことが大切です。

若い先生方の授業に対する熱い気持ちが伝わってきました。
今後も授業について、学級経営についてお話しできることを
楽しみにしています。

保護者は敵ではなく、子ども達の成長を一緒にサポートする
仲間だと思っています。だから保護者からの相談は子どもの
様子を知るチャンスだと考えています。そう思えるように、
これからの経験を大切に素敵な先生へ成長してください。

同じ学校の若い先生に、もっと話しかけてみようと思いました。
日頃から話せる関係をつくり、「管理職と教員、若手教員とベテ
ラン教員、教員と子ども」といったように学校の中をつなげてい
きたいと思いました。


